
(57)【要約】

【課題】　軟質で長尺のコンジットケーブルを使用して

長時間溶接する場合においても、ワイヤ送給性が良好で

、かつ、チップの摩耗が少なくアークが安定なガスシー

ルドアーク溶接用フラックス入り銅めっきワイヤを提供

する。

【解決手段】　鋼製外皮にフラックスを充填してなるガ

スシールドアーク溶接用フラックス入り銅めっきワイヤ

において、ワイヤ表面長手方向に対して３０°方向を測

定した表面粗さの算術平均粗さＲａが０．０４～０．１

２μｍ、かつ、ワイヤ表面にワイヤ１０ｋｇ当たり二硫

化モリブデンを０．００５～０．５０ｇ、リン脂質を０

．００８～０．１５ｇ含み残部は常温で液体の潤滑油か

らなる潤滑剤を合計で０．５～２．５ｇ有することを特

徴とする。また、二硫化モリブデンの粒径が１．０μｍ

以下であることも特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鋼 製 外 皮 に フ ラ ッ ク ス を 充 填 し て な る ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き
ワ イ ヤ に お い て 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た 表 面 粗 さ の 算 術 平 均
粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ４ ～ ０ ． １ ２ μ ｍ 、 か つ 、 ワ イ ヤ 表 面 に ワ イ ヤ １ ０ ｋ ｇ 当 た り 二 硫 化 モ
リ ブ デ ン を ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ５ ０ ｇ 、 リ ン 脂 質 を ０ ． ０ ０ ８ ～ ０ ． １ ５ ｇ 含 み 残 部 は 常 温
で 液 体 の 潤 滑 油 か ら な る 潤 滑 剤 を 合 計 で ０ ． ５ ～ ２ ． ５ ｇ 有 す る こ と を 特 徴 と す る ガ ス シ
ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
二 硫 化 モ リ ブ デ ン の 粒 径 が １ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス シ
ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ に 関 し 、 特 に 軟 質
で 長 尺 の コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル を 使 用 し て 長 時 間 溶 接 す る 場 合 に お い て も 、 ワ イ ヤ 送 給 性 が
良 好 で 、 か つ 、 チ ッ プ の 摩 耗 が 少 な く ア ー ク が 安 定 な ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク
ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ は 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す
よ う に 鋼 製 外 皮 １ 内 に フ ラ ッ ク ス ２ を 充 填 し 、 合 わ せ 目 ３ を 有 す る 断 面 構 造 の シ ー ム タ イ
プ の フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ と 図 １ （ ｃ ） に 示 す 断 面 構 造 の シ ー ム レ ス タ イ プ の フ ラ ッ ク ス
入 り ワ イ ヤ の 細 径 （ ０ ． ８ ～ １ ． ６ ｍ ｍ ） が 多 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） の シ ー ム タ イ プ の フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ は 、 合 わ せ 目 ３ を 有 す る こ
と か ら 、 ワ イ ヤ 表 面 に 銅 め っ き を 施 す こ と が で き ず 、 ま た 湿 式 伸 線 で 縮 径 す る こ と が で き
な い 。 し た が っ て 、 潤 滑 剤 と し て 金 属 石 鹸 等 を 用 い 乾 式 伸 線 で 縮 径 し た 後 ワ イ ヤ 表 面 の 潤
滑 剤 を 除 去 す る 工 程 （ ベ ー キ ン グ 処 理 ） が 必 要 で 、 銅 め っ き 処 理 工 程 は 省 略 で き る も の の
煩 雑 な 作 業 を 要 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 ベ ー キ ン グ 処 理 な し で 十 分 な 溶 接 作 業 性 を 得 る 技 術 と し て 、 た と え ば 特 開 平 ５ － ２
３ ７ ３ １ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 、 ポ リ 四 弗 化 エ チ レ ン 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 、 グ ラ フ ァ イ
ト 、 マ イ カ 、 セ リ サ イ ト お よ び タ ル ク を 適 量 含 む 固 体 潤 滑 剤 で 乾 式 伸 線 し 、 ワ イ ヤ 表 面 に
前 記 潤 滑 剤 を 適 量 付 着 す る フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 述 の フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ を 用 い て 溶 接 し た 場 合 、 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル の 内
包 さ れ た コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 の 摩 擦 に よ っ て ワ イ ヤ 表 面 の 固 体 潤 滑 剤 が 剥 が れ 、 長 時 間
溶 接 し て い る と コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 に 固 体 潤 滑 剤 が 蓄 積 さ れ て 送 給 抵 抗 が 大 き く な り 、
ワ イ ヤ 送 給 性 が 悪 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 に な る 。 ま た 、 ワ イ ヤ 表 面 に 銅 め っ き が 施 さ れ
て な く 、 乾 式 伸 線 で 縮 径 し て い る の で ワ イ ヤ 表 面 の 粗 さ が 大 き い の で 、 チ ッ プ が ワ イ ヤ と
の 摩 擦 で 消 耗 し さ ら に ア ー ク が 不 安 定 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す シ ー ム レ ス タ イ プ の フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ は 、 ワ イ ヤ 表 面 に 銅
め っ き が 施 さ れ て い る の で チ ッ プ 摩 耗 が 少 な く ア ー ク が 安 定 す る 。 前 記 銅 め っ き を 有 す る
ワ イ ヤ の 送 給 性 を 良 好 と す る た め に 、 例 え ば 特 開 昭 ６ １ － ２ ７ １ ９ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２
） に ワ イ ヤ 表 面 に 平 均 粒 径 ５ ０ ～ ７ ５ ０ μ ｍ の シ ョ ッ ト を 用 い て 凹 部 を 付 与 、 特 開 平 ８ －
９ ９ １ ８ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） に は ワ イ ヤ 表 面 に 凹 部 お よ び 縦 溝 を 有 し 、 さ ら に 特 開 平
１ ０ － ２ ４ ９ ５ ７ ６ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ４ ） に は 、 ワ イ ヤ 表 面 粗 度 Ｒ ａ を ０ ． １ ～ ０ ． ３ μ
ｍ と し 、 い ず れ も ワ イ ヤ 表 面 の 凹 部 に 固 体 潤 滑 剤 や 液 体 潤 滑 剤 を 保 有 す る 技 術 が 開 示 さ れ
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て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 前 述 の 銅 め っ き ワ イ ヤ を 用 い て 長 時 間 溶 接 し た 場 合 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 の
摩 擦 に よ っ て ワ イ ヤ 表 面 凹 部 の 角 の 銅 め っ き が 剥 が れ 、 長 時 間 溶 接 し て い る と コ ン ジ ッ ト
チ ュ ー ブ 内 に 銅 く ず が 固 体 潤 滑 剤 と と も に 蓄 積 さ れ 送 給 抵 抗 が 大 き く な り 、 ワ イ ヤ 送 給 性
が 悪 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 に な る と い う 問 題 が 生 じ て 満 足 で き る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ３ ７ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ７ １ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ９ ９ １ ８ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ９ ５ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 軟 質 で 長 尺 の コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル を 使 用 し て 長 時 間 溶 接 す る 場 合 に お い て も
、 ワ イ ヤ 送 給 性 が 良 好 で 、 か つ 、 チ ッ プ の 摩 耗 が 少 な く ア ー ク が 安 定 な ガ ス シ ー ル ド ア ー
ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 要 旨 は 、 鋼 製 外 皮 に フ ラ ッ ク ス を 充 填 し て な る ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ
ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ に お い て 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た
表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ４ ～ ０ ． １ ２ μ ｍ 、 か つ 、 ワ イ ヤ 表 面 に ワ イ ヤ １ ０
ｋ ｇ 当 た り 二 硫 化 モ リ ブ デ ン を ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ５ ０ ｇ 、 リ ン 脂 質 を ０ ． ０ ０ ８ ～ ０ ． １
５ ｇ 含 み 残 部 は 常 温 で 液 体 の 潤 滑 油 か ら な る 潤 滑 剤 を 合 計 で ０ ． ５ ～ ２ ． ５ ｇ 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。 ま た 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン の 粒 径 が １ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と も 特 徴 と す る
ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ に よ れ ば 、 軟 質 で 長
尺 の コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル を 使 用 し て 長 時 間 溶 接 す る 場 合 に お い て も 、 ワ イ ヤ 送 給 性 が 良 好
で 、 か つ 、 チ ッ プ の 摩 耗 お よ び ス パ ッ タ 発 生 量 が 少 な く ア ー ク が 安 定 し た 溶 接 が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 溶 接 用 ワ イ ヤ 表 面 状 態 お よ び ワ イ ヤ 表 面 に 塗
布 す る 送 給 潤 滑 剤 に つ い て 種 々 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 ワ イ ヤ 表 面 に 銅 め っ き を 有 し 表 面 粗
さ の 限 定 と 均 一 に 微 粒 の 二 硫 化 モ リ ブ デ ン お よ び 常 温 で 液 体 で あ る 潤 滑 油 を 適 量 塗 布 す る
こ と に よ っ て 、 軟 質 で 長 尺 の コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル を 使 用 し て 長 時 間 溶 接 す る 場 合 に お い て
も ワ イ ヤ 送 給 性 が 良 好 で 、 チ ッ プ 摩 耗 も 極 め て 少 な く な り 安 定 し た ア ー ク が 得 ら れ る こ と
を 見 出 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ワ イ ヤ 表 面 の 銅 め っ き は 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 で の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る と と も に チ ッ
プ 先 端 で の 通 電 性 を 良 好 に し ア ー ク を 安 定 さ せ る 。 さ ら に 、 長 時 間 溶 接 し て も チ ッ プ 摩 耗
が 極 め て 少 な く 安 定 し た ア ー ク を 持 続 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ ０ ６ ０ １
－ １ ９ ９ ４ で 規 定 さ れ る ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た 表 面 粗 さ の 算
出 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． １ ２ μ ｍ を 超 え る と 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 の 摩 擦 に よ っ て ワ イ ヤ
表 面 の 銅 め っ き が 剥 が れ 、 長 時 間 溶 接 し て い る と コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 に 銅 く ず が 蓄 積 さ
れ 送 給 抵 抗 が 大 き く な り 、 ワ イ ヤ 送 給 性 が 悪 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 に な る 。 ま た 、 長 時
間 溶 接 で チ ッ プ の 摩 耗 量 が 多 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 銅 め っ き は 通 電 性 、 潤 滑 性 お よ び チ ッ プ の 耐 摩 耗 性 を 向 上 さ せ る と と も に 防 錆 性 向 上 の
効 果 も 有 す る 。 め っ き 厚 は 、 ０ ． ３ ～ １ ． ２ μ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。
　 な お 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た 表 面 粗 さ の 算 出 平 均 粗 さ Ｒ ａ
が ０ ． ０ ４ μ ｍ 未 満 で あ る と 、 銅 め っ き の 剥 離 は 生 じ な い が ワ イ ヤ 送 給 装 置 の 送 給 ロ ー ラ
部 で ワ イ ヤ が ス リ ッ プ し て ア ー ク が 不 安 定 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 ワ イ ヤ 表 面 に 塗 布 す る 潤 滑 剤 は 、 ワ イ ヤ １ ０ ｋ ｇ 当 た り 二 硫 化 モ リ ブ デ ン を ０ ．
０ ０ ５ ～ ０ ． ５ ０ ｇ 、 リ ン 脂 質 を ０ ． ０ ０ ８ ～ ０ ． １ ５ ｇ 含 み 残 部 は 常 温 で 液 体 で あ る 潤
滑 油 か ら な る 潤 滑 剤 を 合 計 で ０ ． ５ ～ ２ ． ５ ｇ （ 以 下 、 ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ と い う 。 ） と す る
。 二 硫 化 モ リ ブ デ ン は 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 で 送 給 抵 抗 を 抑 制 し て ワ イ ヤ 送 給 性 を 良 好
に す る 。 二 硫 化 モ リ ブ デ ン が ０ ． ０ ０ ５ ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ 未 満 で あ る と 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー
ブ 内 で 送 給 抵 抗 が 大 き く な り ワ イ ヤ 送 給 性 が 不 良 と な る 。 逆 に 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン が ０ ．
５ ０ ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ を 超 え る と 、 ア ー ク が 不 安 定 に な っ て ス パ ッ タ 発 生 量 が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 二 硫 化 モ リ ブ デ ン の 粒 径 は １ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 送 給 抵 抗 を 低 減 し て ワ イ
ヤ 送 給 性 を 良 好 に す る の で 好 ま し い 。
　 リ ン 脂 質 は 、 後 述 す る 常 温 で 液 体 で あ る 潤 滑 油 と 共 存 す る こ と に よ り ワ イ ヤ 表 面 の 二 硫
化 モ リ ブ デ ン を 均 一 に 分 散 さ せ る 作 用 を 有 す る 。 リ ン 脂 質 が ０ ． ０ ０ ８ ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ 未
満 で あ る と 、 ワ イ ヤ 表 面 の 二 硫 化 モ リ ブ デ ン が 均 一 に 付 着 せ ず 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 で
送 給 抵 抗 が 大 き く な る 部 分 が あ り ワ イ ヤ 送 給 性 が 不 良 に な る 。 逆 に 、 リ ン 脂 質 が ０ ． １ ５
ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ を 超 え る と 、 ス パ ッ タ 発 生 量 が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に い う リ ン 脂 質 と は 、 レ シ チ ン （ フ ォ ス フ ァ チ ジ ル コ ン ） 、 フ ォ ス フ ァ チ ジ ル エ
タ ノ ー ル ア ミ ン 、 フ ォ ス フ ァ ジ ル イ ニ シ ト ー ル な ど の リ ン 脂 質 を 主 成 分 と す る も の を 意 味
し 、 例 え ば 、 大 豆 や 卵 黄 な ど か ら 得 ら れ る リ ン 脂 質 を ９ ５ ％ 程 度 含 有 す る 粉 末 状 の も の 、
リ ン 脂 質 を 約 ６ ５ ％ お よ び 大 豆 油 な ど の 植 物 油 を ３ ５ ％ 程 度 含 有 す る ペ ー ス ト 状 の も の な
ど あ り 、 い ず れ も 使 用 す る こ と が で き 、 中 で も 大 豆 油 か ら 得 ら れ る レ シ チ ン が 好 ま し い 。
　 　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 潤 滑 剤 中 の 常 温 で 液 体 で あ る 潤 滑 油 は 、 ワ イ ヤ 表 面 に 皮 膜 を 有 し 、 ワ イ ヤ 送 給 時 に 二 硫
化 モ リ ブ デ ン の 潤 滑 作 用 を 補 完 し ワ イ ヤ 送 給 性 を 向 上 さ せ る 。 潤 滑 油 は 、 動 植 物 油 、 鉱 物
油 あ る い は 合 成 油 の 何 れ で も よ い 。 動 植 物 油 と し て は パ ー ム 油 、 菜 種 油 、 ひ ま し 油 、 豚 油
、 牛 油 、 魚 油 等 を 、 鉱 物 油 と し て は マ シ ン 油 、 タ ー ビ ン 油 、 ス ピ ン ド ル 油 等 を 用 い る こ と
が で き る 。 合 成 油 と し て は 炭 化 水 素 系 、 エ ス テ ル 系 、 ポ リ グ リ コ ー ル 系 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル
系 、 シ リ コ ー ン 系 、 フ ロ ロ カ ー ボ ン 系 を 用 い る こ と が で き る 。 潤 滑 油 中 に は さ ら に 潤 滑 性
能 を 向 上 さ せ る た め 、 各 種 の 脂 肪 酸 を は じ め と す る 油 性 剤 や り ん 系 、 ハ ロ ゲ ン 系 、 イ オ ウ
系 の 極 圧 添 加 剤 を 加 え て も 良 く 、 ま た 、 潤 滑 油 の 酸 化 を 防 ぐ た め の 添 加 剤 （ 酸 化 防 止 剤 ）
を 加 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ワ イ ヤ 表 面 に 含 む 潤 滑 剤 は 、 前 記 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 、 リ ン 脂 質 お よ び 常 温 で 液 体 で あ る
潤 滑 油 の 合 計 で ０ ． ５ ～ ２ ． ５ ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ と す る 。 潤 滑 剤 の 合 計 量 が ０ ． ５ ｇ ／ １ ０
ｋ ｇ Ｗ 未 満 で あ る と 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 で 送 給 抵 抗 が 大 き く な り ワ イ ヤ 送 給 性 が 不 良
と な る 。 逆 に 、 ２ ． ５ ｇ ／ １ ０ ｋ ｇ Ｗ を 超 え る と 、 送 給 ロ ー ラ 部 で ワ イ ヤ が ス リ ッ プ し て
ア ー ク が 不 安 定 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の ガ ス シ ー ル ド ア ー ク 溶 接 用 フ ラ ッ ク ス 入 り 銅 め っ き ワ イ ヤ は 、 例 え ば 特 公 平 ４
－ ７ ２ ６ ４ ０ 号 公 報 に 記 載 の フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ の 製 造 方 法 で シ ー ム レ ス ワ イ ヤ 素 線 を
製 造 し た 後 、 ワ イ ヤ 表 面 に め っ き を 施 し 湿 式 伸 線 で 縮 径 し て 縮 径 率 を コ ン ト ロ ー ル し て 目
的 の ワ イ ヤ 表 面 粗 さ と し 、 仕 上 げ 伸 線 ま た は 仕 上 げ 伸 線 後 に 送 給 潤 滑 剤 を ワ イ ヤ 表 面 に 塗
布 し て 製 造 す る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 効 果 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 表 １ に 示 す ワ イ ヤ 径 １ ． ２ ｍ ｍ の シ ー ム レ ス フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ ３ ３ １
３ 　 Ｙ Ｆ Ｗ － Ｃ ５ ０ Ｄ Ｒ 、 フ ラ ッ ク ス 充 填 率 １ ３ ％ ） の 表 面 状 態 お よ び 潤 滑 剤 塗 布 量 を 変
え て 試 作 し て ス プ ー ル 巻 き ワ イ ヤ と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 各 試 作 ワ イ ヤ に つ き ワ イ ヤ 送 給 性 、 チ ッ プ 摩 耗 量 お よ び ス パ ッ タ 発 生 量 を 調 査 し た 。 ワ
イ ヤ 送 給 性 お よ び チ ッ プ 摩 耗 量 の 評 価 は 、 図 ２ に 示 す 装 置 を 用 い て 行 っ た 。 図 ２ に お い て
送 給 機 ４ に セ ッ ト さ れ た ス プ ー ル 巻 き ワ イ ヤ ５ は 、 送 給 ロ ー ラ ６ に よ り 引 き 出 さ れ 、 コ ン
ジ ッ ト ケ ー ブ ル ７ に 内 包 さ れ た コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ を 経 て そ の 先 端 の ト ー チ ８ か ら チ ッ プ
９ ま で 送 給 さ れ る 。 そ し て チ ッ プ ９ と 鋼 板 １ ０ と の 間 で ビ ー ド オ ン プ レ ー ト 溶 接 を 行 う 。
コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル ７ は ６ ｍ 長 さ で 、 送 給 抵 抗 を 与 え る た め に ７ ５ ｍ ｍ 径 の ル ー プ を ２ つ
形 成 し た 屈 曲 １ １ を 設 け た 。 送 給 機 ４ に は 送 給 ロ ー ラ の 周 速 度 Ｖ ｒ （ 設 定 ワ イ ヤ 速 度 ） の
検 知 器 （ 図 示 せ ず ） お よ び ワ イ ヤ の 実 速 度 Ｖ ｗ 検 出 器 １ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ワ イ ヤ 送 給 性 評 価 指 標 の ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ は 、 Ｓ Ｌ ＝ （ Ｖ ｒ － Ｖ ｗ ） ／ Ｖ ｒ × １ ０ ０ で 表
さ れ る 。 ま た 、 送 給 ロ ー ラ 部 分 に 設 け ら れ た ロ ー ド セ ル １ ３ に よ り ワ イ ヤ 送 給 時 に ワ イ ヤ
が コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ か ら 受 け る 反 力 を 送 給 抵 抗 Ｒ と し て 検 出 し た 。 溶 接 は 試 作 ワ イ ヤ 毎
に 新 し い コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ を 用 い て 表 ２ に 示 す 溶 接 条 件 で ４ ５ 分 溶 接 し 、 溶 接 開 始 後 １
５ 分 か ら 溶 接 終 了 ま で の ３ ０ 分 間 ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ と 送 給 抵 抗 Ｒ を 測 定 し て 平 均 値 を 求 め た
。 ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ が １ ０ ％ 以 下 で 送 給 抵 抗 Ｒ が ６ ｋ ｇ ｆ 以 下 の 場 合 に ワ イ ヤ 送 給 性 良 好 と
判 定 し た 。 ま た 、 チ ッ プ の 摩 耗 量 は 、 試 作 ワ イ ヤ 毎 に 新 し い チ ッ プ （ 内 径 １ ． ４ ｍ ｍ ） を
用 い て 溶 接 終 了 後 最 も 摩 耗 の 大 き い 箇 所 の 内 径 を 測 定 し た 。 チ ッ プ 摩 耗 量 の 評 価 は 、 摩 耗
量 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 下 を 良 好 と し て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス パ ッ タ 発 生 量 は 、 上 記 ワ イ ヤ 送 給 性 お よ び チ ッ プ 摩 耗 性 の 試 験 終 了 後 、 コ ン ジ ッ ト チ
ュ ー ブ お よ び チ ッ プ を 交 換 せ ず に 銅 製 の 捕 集 箱 を 用 い て 、 ビ ー ド オ ン プ レ ー ト 溶 接 に よ り
表 ２ に 示 す 溶 接 条 件 で ５ 回 溶 接 （ １ 回 の 溶 接 時 間 １ ． ５ ｍ ｉ ｎ ） し て 捕 集 し た ス パ ッ タ を
１ 分 間 の 発 生 量 に 換 算 し た 。 ス パ ッ タ 発 生 量 は １ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ 以 下 で ア ー ク が 安 定 し て 作 業
性 が 良 好 で あ る 。 そ れ ら の 結 果 を 表 １ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 表 １ 中 、 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ～ ８ が 本 発 明 例 、 ワ イ ヤ Ｎ o.９ ～ １ ７ は 比 較 例 で あ る 。 本 発 明 例
で あ る ワ イ ヤ Ｎ o.１ ～ ８ は 、 銅 め っ き を 有 し 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を
測 定 し た 表 面 粗 さ の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が 適 正 で 、 ワ イ ヤ 表 面 の 潤 滑 剤 で あ る 二 硫 化 モ リ ブ
デ ン 、 リ ン 脂 質 の 付 着 量 お よ び 潤 滑 油 を 含 む 潤 滑 剤 の 合 計 量 と 二 硫 化 モ リ ブ デ ン の 粒 径 が
適 正 で あ る の で 、 ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ お よ び 送 給 抵 抗 Ｒ が 低 く ワ イ ヤ 送 給 性 が 良 好 で 、 チ ッ プ
摩 耗 量 お よ び ス パ ッ タ 発 生 量 も 少 な く 溶 接 作 業 性 が 良 好 で あ る な ど 極 め て 満 足 な 結 果 で あ
っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 比 較 例 中 ワ イ ヤ Ｎ o.９ は 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た 表 面 粗 さ
の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が 低 い の で 、 ワ イ ヤ 送 給 装 置 の 送 給 ロ ー ラ 部 で ワ イ ヤ が ス リ ッ プ し て
ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ が 高 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 で あ っ た 。
　 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ０ は 、 ワ イ ヤ 表 面 長 手 方 向 に 対 し て ３ ０ ° 方 向 を 測 定 し た 表 面 粗 さ の 算 術
平 均 粗 さ Ｒ ａ が 高 い の で 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 の 摩 擦 に よ っ て ワ イ ヤ 表 面 の 銅 め っ き が
剥 が れ 、 コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ 内 に 銅 く ず が 蓄 積 さ れ 送 給 抵 抗 Ｒ が 大 き く ワ イ ヤ 送 給 性 が 悪
く な っ た 。 ま た 、 チ ッ プ の 摩 耗 量 が 多 く ア ー ク が 不 安 定 と な っ た 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ワ イ ヤ Ｎ o.１ １ は 二 硫 化 モ リ ブ デ ン が 少 な く 、 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ３ は リ ン 脂 質 （ レ シ チ ン ）
が 少 な く 、 ま た ワ イ ヤ Ｎ o.１ ５ は 潤 滑 剤 合 計 量 が 少 な い の で 、 い ず れ も 送 給 抵 抗 Ｒ が 大 き
く ワ イ ヤ 送 給 性 が 悪 く な っ て ア ー ク が 不 安 定 と な っ た 。
　 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ２ は 二 硫 化 モ リ ブ デ ン が 多 く 、 ま た ワ イ ヤ Ｎ o.１ ４ は リ ン 脂 質 （ レ シ チ ン
） が 多 い の で 、 い ず れ も ス パ ッ タ 発 生 量 が 多 く な っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ６ は 、 潤 滑 剤 合 計 量 が 多 い の で 、 ス リ ッ プ 率 Ｓ Ｌ が 高 く な っ た 。 ま た 二 硫
化 モ リ ブ デ ン の 粒 径 が 大 き い の で 、 送 給 抵 抗 Ｒ が 大 き く ワ イ ヤ 送 給 性 が 悪 く な っ て ア ー ク
が 不 安 定 と な っ た 。
　 ワ イ ヤ Ｎ o.１ ７ は 、 ワ イ ヤ 表 面 に 銅 め っ き が 施 さ れ て な い の で 、 ワ イ ヤ 送 給 抵 抗 Ｒ が 大
き く 、 チ ッ プ 摩 耗 量 も 多 く ア ー ク が 不 安 定 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 フ ラ ッ ク ス 入 り ワ イ ヤ の 断 面 構 造 例 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る ワ イ ヤ 送 給 性 試 験 の 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 １ 　 　 鋼 製 外 皮 部
　 　 ２ 　 　 フ ラ ッ ク ス
　 　 ３ 　 　 鋼 製 外 皮 部 の 合 わ せ 目
　 　 ４ 　 　 送 給 機
　 　 ５ 　 　 ス プ ー ル 巻 き ワ イ ヤ
　 　 ６ 　 　 送 給 ロ ー ラ
　 　 ７ 　 　 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル
　 　 ８ 　 　 ト ー チ
　 　 ９ 　 　 チ ッ プ
　 １ ０ 　 　 鋼 板
　 １ １ 　 　 コ ン ジ ッ ト ケ ー ブ ル の 屈 曲 部
　 １ ２ 　 　 ワ イ ヤ の 実 速 度 検 出 器
　 １ ３ 　 　 ロ ー ド セ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 特 許 出 願 人 　 　 日 鐵 住 金 溶 接 工 業 株 式 会 社
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 弁 理 士 　 　 椎 　 名 　 　 彊 　 他 １

10

20

30

(8) JP 2006-102794 A 2006.4.20



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(9) JP 2006-102794 A 2006.4.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

